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部分ならびに腎細胞癌の一部に estrogen receptor が存在することを報告しているが，今回はさらに
proge s terone re c eptor (P R) および androgen receptor (AR) についてネ食言すをおこなった口
〔対象ならびに方法〕
手術的治療がなされた腎細胞癌症例の 25例を対象とした。男性19例，女姓 6例，年令46才から 74才
までであった。正常腎として腎結石のため腎部分切除術で得た腎組織 2 例，腎細胞癌で摘除された際，
肉眼的にまったく正常と思われる組織 6例の計 8例を用いた。
PR測定には合成 progesterone R5020を使い， TETG buffer (25mM Tris-HCI, L 5mM 
EDTA , 1mM thioglycerol , 10% glycerol , pH 7.4) を， AR測定には合成androgen R1881 を使
? ?Aせ
い， TED buffer (10mM Tris-HCI, 1.5mM EDTA , 0.5mM dithiothreitol , pH 7.4) を用いた。
組織を細切し，血清の混入をできるだけ防ぐため生理食塩水にで数回洗浄した後， 4倍量のbuffer
を加え， homogen ize し， 2 "cにて 100， 000Xg ， 1 時間遠心し cytosol を得た。
cytoso 1 に 100pM-3nMの 3H-steroid と buffer を加えた群と過剰の非標識steroid を加えた群を
それぞれduplica te にて 18時間， 0 "cで inc ubation した。その後dextran coated charcoal (DCC) 
にて非結合steroid を吸着させ， radioactivity を測定した o 3H-steroid のみを加えたものと，過剰









例中 7 1-列 (28.0%) に PR がみられた。
ARは正常腎 8例中 5例にみられた。検出できなかった 3例はいづれも担癌腎の正常部分であった。
癌組織では25例中 11例 (44.0%) に AR を検出できた。
〔総括〕
正常腎組織内には PR， ARが存在することが明らかとなり，腎は progesterone およrJandrogen
の標的臓器であることが裏付けられた。
腎細胞癌組織内にも PRあるいは ARの存在するものが明らかとなった。すなわち PR陽性症例では
progesterone投与を， AR陽性症例では testostrone投与の適応となるであろう。また両者とも陽





手術材料として得られた正常腎組織および腎細胞癌組織について progesterone receptor (PR) 
および、androgen receptor (AR) の有無を検討したO その結果， 8例の正常腎組織の全例に PR が
存在し，また 5例に ARが存在したことより，腎は性ホルモンの標的臓器であることが判明した。腎
細胞癌組織では25例中 7例に PRが また 11例に ARが存在し PRおよびARの両者が陽性であるも
-146-
のが 1 例に認められた。
本研究は腎細胞癌に対する保存的または補助的療法としての内分泌療法 特に個々の症例に対する
ホルモン剤選択に理論的根拠を与えるものであり評価しうる。
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